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1. 問題 
本 研 究 に お い て は Yahoo!ク ラ ウ ド ソ ー シ ン グ

（https://crowdsourcing.yahoo.co.jp/）を用いて，経済ゲーム
実験用プログラムである oTree により実験を実施した[1]．
本論文においては，そのシステムの概要について述べると

同時に，実施した調査の結果について報告する． 

1.1 クラウドソーシングとは 

クラウドソーシングとはオンライン上で仕事を発注する

企業・組織と，仕事を請け負う個人をマッチングするサー

ビスのことである．クラウドソーシングの主要事業者にお

ける登録者数は 200 万人以上いると推定されている．2017
年度に予測される市場規模は 1,350 億円の規模に登ること
が想定されるなど[2]，今後も持続的な成長が期待される． 
クラウドソーシングは，情報化社会における新たな情報

獲得手法である．従来の実験研究では，コストを考慮する

と学生やある企業の社員など，組織に依拠した実験しか実

施できなかった．これではサンプリングバイアスが発生し，

データの偏りが生じる可能性がある．しかしながら，社会

の情報化に伴い，情報の取引コストが低下した現在，クラ

ウドソーシングを用いて組織や集団に依拠しない方法によ

って情報や知識の獲得が可能である．この手法を採用すれ

ば，より幅広い社会経済的要因を持つ人々を対象として調

査・実験を実施することが可能となり，一般化した議論の

展開が可能になると考えられる． 

1.2 分析項目 

1.2.1 情報処理スタイル 
情報処理スタイルとは，直観的処理と合理的処理におけ

る個人差を明らかにする尺度である[3]．これは行動経済学，
ないしは社会的認知に関わる領域において，人間は 2 つの
プロセスを経て意思決定を行うとする，二重過程理論と対

応した尺度である．二重過程理論は人間が直観・感情的な

反応を行うシステム 1 と，論理・理性的な思考を行うシス
テム 2 に基づいて意思決定を下すとする意思決定モデルで
ある[4]． 
1.2.2 主観的幸福度 
主観的幸福度とは，「現在，あなたはどの程度幸せです

か？」として，本研究では 0-10 点の 11 点尺度によって尋
ねている． これは自らの生活に対して感じている感情を反
映しているものであり，主観的厚生の一つとして用いられ

るものである[5]． 
1.2.3 認知内省テスト 
認知内省テスト(Cognitive Reflection Test，以下 CRT)とは，

直感的な意思決定に対して，内省的に正しい反応を導くも

のであり，簡易な IQ テストとして用いることができる．

[6]．質問項目として，以下のようなものがあげられる．
「1. バットとボールが合わせて 210円でした．バットはボ
ールよりも 200 円高いです．さて，ボールの値段は何円で
しょうか？」「2. 5 台の機械で 5 つの製品を作ると 5 分か
かります．さて，100 台の機械で 100 個の製品を作ると何
分かかるでしょうか？」「3. 湖には，スイレンの葉が浮か
んでいます．毎日，スイレンの葉の大きさが 2 倍になると
します．48 日経って湖全体をスイレンの葉が覆うとしたら，
湖の半分を覆うのにかかる日数はどれくらいでしょうか？」

として尋ねるものである，それぞれ，正答は 5 円，5 分，
47 日である．本研究においては，CRT に対する正答数
（以下，CRTスコア）を応答変数として検討する． 

1.3 仮説 

本報告においては情報処理スタイル傾向が主観的幸福度

および認知内省テストに与える影響について分析する．一

般的に，幸福は感情的要素のみによって成り立つものであ

ると考えられるかもしれない．しかしながら，幸福には

「エウダイモニア」と呼ばれる側面がある．これは，理性

的幸福とも訳されており，アリストテレスの論じる徳概念

との関連があることが指摘されている[5]．主観的幸福度と
情報処理スタイルにおける合理性因子の間に正の相関が認

められれば，主観的幸福度は幸福の理性的側面を反映して

いることになる． 
また，CRTにおいてはシステム 1が導き出す直観的な答

えに対して，システム 2 が内省的に修正することによって
正しい答えを導くことが想定されている．したがって，直

観的因子と CRT スコアは負の相関が予想される一方で，
合理性因子との正の相関が期待される． CRT スコアは先
行研究が海外において様々な研究が行われている [7]．本
研究はクラウドソーシングを用いた実験研究の妥当性を検

証すると同時に，情報処理スタイルと CRT の関係につい
て，日本国内での追試を行うことにもつながる． 

2. 方法 

2.1 本研究で用いたシステムと環境 

本研究においては，実験参加者のリクルートを Yahoo!ク
ラウドソーシングによって実施し，経済ゲーム実験プログ

ラム，oTreeを用いて実験を実施した[1]． 
図 1 には本研究で行った実験環境に関する概念図を掲載

している．はじめに，Yahoo!クラウドソーシング上で実験
参加者を募集した上で，参加を希望する人をリンクから外

部サーバである実験環境へと誘導している．実験の終了時

には画面に表示されたキーワードを記憶し，再び Yahoo!ク
ラウドソーシング上でキーワードを答えることで報酬とし

ての T ポイントを獲得できる構造となっている．なお，も
し正答できなかった場合には報酬は獲得できない仕組みと
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なお，実験用サーバには実験参加者の行動を追跡ツール

として Ptengine（https://www.ptengine.jp/）および Google 
Analyticsを導入している． 

2.2 参加者  

実験参加者は Yahoo!クラウドソーシングを用いて募集し
た．本研究は全部で 9 つの Wave に分けて実施した（表
1）．これは，サーバの負荷状況等を鑑みて，分散して実
験を実施した方が効率的であると判断したことによる．本

研究においては，回答者のうち，最後のキーワードに正答

した 1,565名について分析する． 

2.3 分析方法 

分析は最初に確証的因子分析によって，情報処理スタイ

ル尺度（短縮版）[3]の結果について妥当性を検証する．さ
らに，構造方程式モデリング（Structure Equation Modeling
以下，SEM）を用いて，直観性因子および合理性因子が主

観的幸福度，CRT への影響を明らかにする． さらに，情
報処理スタイル尺度における直観性因子および合理性因子，

主観的幸福度，CRT を応答変数とした重回帰分析モデルに
より社会経済的要因の影響を明らかにする． 

3. 結果 

3.1 情報処理スタイル尺度（短縮版）について 

分析結果は表 2 に示している．表 2 中*は逆転項目を示
している．因子間相関は.023 であった．このモデルについ
て評価すると，χ (251)=3,427.8, p<.01, RMSR = 0.087, 
RMSEA = .091 であり，許容できる範囲内であった．さら
に，合理性因子についてはα=.88，直観性因子については
α=.81 であり，信頼性が高いと解釈できるために先行研究
と同様の因子構造を採用した．なお，ここで因子 1 は合理
性因子を，因子 2 は直観性を示している．以下には，この
結果を元に，構造方程式モデリングによる分析を行う．  
また，表 3 には直観性因子得点および合理性因子得点を

応答変数として，社会経済的要因を説明変数とした重回帰

分析による分析結果を示している．直観性因子得点につい

て注目すると，男性に比べて女性の方が高いこと，年収

400-600 万円個人に比べて，0-200 万円個人および不明群の
直観性因子得点が低いこと，関東地方の住人に比べて，近

畿地方および九州地方の住人の直観性因子得点が低いこと

が示されている．一方，合理性因子得点に着目すると，男

性に比べて女性の方が低いこと，年収 400-600 万円個人に
比べて，0-200 万円個人および不明群の合理性因子得点が
低いこと，1000-1200 万円個人の合理性因子得点が低いこ
とが示されている． 

図 1今回のシステムの全体像 
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3.2 主観的幸福度について 

続いて，SEMにより主観的幸福度と直観性因子，並びに
合理性因子の影響について明らかにする．ここでは，直観

性および合理性の観測変数については割愛し，各係数を標

準化した上で，構成概念としての直観性・合理性及び主観

的幸福度の関係についてのみを記す．このモデルについて

評価すると，χ(273)=3,480.2, p<.01, RMSR = 0.082, RMSEA 
= .088 であった．適合度は許容可能な範囲内であったため
に，本モデルを採用した．この結果，直観性および合理性

のいずれもが主観的幸福度に対して影響を与えているもの

の，直観性の方が主観的幸福度に強く影響を及ぼしている

ことが明らかとなった． 

表 3 には主観的幸福度を応答変数として，社会経済的要
因を説明変数としたポワソン回帰モデルによる分析を行っ

ている．分析の結果，男性に比べて女性の主観的幸福度が

高いこと，年収 400-600 万円個人に比べて，0-200 万円個
人の主観的幸福度が低いこと，100-1200 万円個人の主観的
幸福度が高いこと，既婚者の主観的幸福度が高いことなど

が示されている． 

3.3 CRT スコアについて 

同様に SEM により，CRT スコアと直観性因子，並びに
合理性因子の影響について明らかにする．ここでは，直観

性および合理性の観測変数については割愛し，各係数を標

準化した上で，構成概念としての直観性・合理性及び CRT
スコアの関係についてのみを記す．このモデルについて評

価すると，χ(273)=3,504.0, p<.01, RMSR = 0.084, RMSEA 
= .088 であった．適合度は許容可能な範囲内であったため
に，本モデルを採用した．この結果，直観性および合理性

のいずれもが主観的幸福度に対して影響を与えていること

が明らかとなった．さらに，直観性傾向は CRT スコアに
対してネガティブな効果を，合理性傾向は CRT スコアに
対してポジティブな効果をもたらしていることが明らかと

なった． 

さらに，表 3 には CRT スコアを応答変数として，社会
経済的要因を説明変数としたポワソン回帰モデルによる分

析を行っている．分析の結果，男性に比べて女性の CRT
スコアが低いこと，年収 400-600万円個人に比べて，0-200
万円個人の主観的幸福度が低いこと，100-1200 万円個人の
主観的幸福度が高いこと，既婚者の主観的幸福度が高いこ

となどが示されている． 

4. 考察 

4.1 まとめ 

本研究の結果は主に以下のようにまとめられる． 
• 情報処理スタイル尺度（短縮版）の妥当性が検証

された． 
• 男性に比べて女性の方が直観性因子得点は高いが，

低所得層，近畿・九州地方も低い． 
• 男性に比べて女性の直観的因子得点が低く，低所

得層も低いが，高所得層では高くなる． 
• 直観性因子・合理性因子のいずれもが主観的幸福

度に影響を与えているが，主に直観性因子の方が

大きく影響を与えている． 
• 直観性因子は CRT スコアに対して， ネガティブ

な影響を与えている一方で，合理性因子はポジテ

ィブな影響を与えている． 

4.2 ディスカッション 

本研究からは第一に Yahoo!クラウドソーシングを用いた
経済ゲーム実験の可能性が示唆された．国内においてはク

ラウドソーシングを用いた経済ゲーム実験は決して多くは

行われていない．しかしながら，本研究はクラウドソーシ

ングが十分に実験のためのインフラとして機能し得ること

を示したものであると言える． 
情報処理スタイル尺度に着目すると，本研究において短

縮版を用いたが，先行研究と同様の因子が導き出された．

この結果は情報処理スタイル尺度が頑強な尺度であること

を示している． 

図 3CRTスコアと情報処理スタイルに関する分析結果 

表 2	 確証的因子分析の結果 
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図 2	 主観的幸福度と情報処理スタイルに関する分析結果 
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さらに，幸福度と情報処理スタイル尺度の関係に着目す

ると，主観的幸福度に対して直観性因子も合理性因子も正

の相関が認められている．これは主観的幸福度の評価の中

には直観・感情のみならず，論理・理性的な要因について

も含まれることを示している．また，CRT と直観性因子お
よび合理性因子の関連に着目すると，直観性因子と CRT
は負の相関が認められた一方で，合理性因子との正の相関

が認められた．これについても直観的反応に対する内省機

能としての合理的思考としての機能として理解可能である． 
全般的に，先行研究との整合性のある結果が得られてい

る．この結果は，方法論としてのクラウドソーシングを用

いた実験研究が妥当性を有していることを示唆している．

今後の課題として，本実験の一環として，レスポンスタイ

ムなどの指標も取っているために，それらについても分析

を行うことで，実験参加者の行動をより精査可能であろう． 

4.3 本研究の意義 

昨今では「計算社会科学」と呼ばれる領域が展開されつ

つある．この領域では社会科学におけるコンピュータシミ

ュレーションや SNSデータを用いた行動履歴の分析などが
行われているが，重要なテーマの一つとして「大規模なオ

ンライン実験」も視野に入っている．本研究はこの分野に

おける国内での研究として最大級の実験の一つであろう． 
さらに，本研究はあくまでも各自の意思決定のみに基づ

く行動を明らかにしたものであり，実験参加者の獲得ポイ

ントが他の実験参加者の意思決定に応じて変動するような，

公共財ゲームなどに代表されるインタラクションのあるゲ

ーム実験ではなかった．しかし， oTree はそれらのゲーム
を実施するためのプラットフォームであり，今回の実験結

果からも Yahoo!クラウドソーシングとの連携による実験は
十分に実施可能であると考えられる．経済学における実験

においては，結果に応じた成果報酬を要求される． この点
について，既に Yahoo!クラウドソーシングを用いた実験と
して，成果報酬を支払った，クラウドソーシングを用いた

経済ゲーム実験を実施している[9, 10, 11]．成果報酬の支払
いには，最終的に手動でグルーピングした上で実施した．

しかしながら， API 連携をすることによって，自動的に実
験を実施できる環境の構築が可能となるであろう． 
情報化社会の進展に伴い，実験手法も時代にあわせて発

展しなければならない．クラウドソーシングを適切に用い

ることで，新たな時代の経済ゲーム実験を切り開くことが

できるであろう． 
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